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生 活 科 に お け る 遊 び と 認 識 形 成
The Formation  of Cognition through Play in Life and Environmental Studies
生活科はこれまでの理科や社会科とは異なる「新教
科」であると強調されている。その特色の一つとして，
必ず具体的な活動や経験を通すという学習方法を取り
入れることがあげられており，「遊び」も学習として
取り入れる･ことが文部省指導書（以 下指導書と略記）
にも明記されている。しかし，遊びの定義であるとか，
遊びを通して子どもたちに何を獲得させていけるのか
といったことについては曖昧にされたまま遊びの導入
が行われているのが現状である。
したがって，本稿では生活科における遊びを通した
認識形成のあり方を明らかにすることを試みた。まず
幼稚園教育を中心とするこれまでの遊び研究の成果を
整理する。次に，それを手がかりとして生活科におけ
る 匚遊び」のとらえ方と認識形成の視点からみた遊び
の類型化を図る。最後に，「遊び」を通した社会認識
形成のあり方について，ごっこを通した社会認識の形
成のついて展開モデルを提示する。
Ｉ。幼稚園教育・理科教育・社会科教育における遊び
１　幼稚園教育における遊び
（１）「遊び化」による遊びの設定
山田敏は「遊び」を次のようにとらえている。
「本当の「遊び」は，『あそび』 と呼ばれている
活動 の外形や名称によって決められるものではない
と考えている。本当の『遊び』 になるかどうか は，
『遊び化のための条件』を満たすかどうかである。」
〔＜1 ＞,ｐ.1〕
これまでの遊び研究には，大きく二つの流れがある。
一つは，「遊んでいる状態」としての遊びに焦点を当
て，人間はなぜ遊ぶのがということを明らかにしよう
とするものである。もう一つはカイオワのように「遊
びと名付けられたもの土としての遊びに焦点を当て，
それらの共通性と相違点を整理することによって遊び
の特質を定義付けたり，遊びの類型化を図ったりする
ものである。〔pp.19 ―31 〕
山田の主張は，子どもが「遊んでいる状態」にする
ための条件を設定することによってはじめて 厂遊びと
名付けられたもの」も「遊び」となり得るというもの
－ ９－
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である。
したがって，遊びが内包している認識内容を整理し
ていくためには，「遊びと名付けられたもの」として
の遊び（活動）を再整理していくことが必要となる。
その上で，活動を「遊び化」していくことによって認
識形成を意図した遊びの設定が可能になるということ
になる。
（２）環境による遊びの統制
幼稚園教育における遊び指導の形態を示す言葉とし
て， 匚自由遊び」と 厂設定保育」という言葉が使われ
る。この両者の違いについて，大塚忠剛は次のように
述べている。
＜自由遊びについて＞
厂自由の意味するものは，遊びの内容や仲間など
の構造化の程度のひくい条件のもとで子どもが遊び
を選択することだといってよいだろう。 一一略一一
行動統制の座をできるだけ個の内面においた遊びと
いえよう」〔<1>,  p.74 〕
＜設定保育について＞
匚設定保育は自由遊びに対してより多くの教育的
意図を もりこみ，教師が先に立って計画的に行う遊
びである。経験内容や仲間などにより限定があり，
行動育成の計画度が高い遊びといってよいであろう」
〔<1>,  p.80 〕
一般的に使われている 厂遊び」という言葉の意味と
しては，自由遊びにおける 匚遊び」の意味に近いもの
である。設定保育における遊びを 厂遊び」の範疇に入
れることについては，疑義を呈する向きも多いであろ
う。これについては， リーバマンの考え方が参考にな
る。 Ｍ・Ｊ・エリスは『人間 はなぜ遊ぶか』 の中で，
リーバマンの考え方を紹介し，次のように述べている。
「自由遊びを設定するという考え方は，多くの人々
によって言葉の矛盾のように思われるかもしれない。
実際，自由遊びと，統制された構造化された活動と
はしばしば区別される。統制された遊びは自由遊び
ではない。しかしこの区別がなされる場合，『自由
な』という言葉 は誰のことをさすのだろうかと疑わ
れるであろう。
『自由な』というのは遊んでいる子どもの行動を
さすのだろうか。あるいは，子どもの社会化や教育
をすすめるべく社会が選定した人たちの行動がない
ことをいうのだろうか。子どもの行動を統制すると
いう課題から解放される場合でも，人 は子どもを自
由にするわけではない。自由にはしないで統制の機
能を他の人たちあるいは物理的な環境そのものに譲
り渡すにすぎない。」〔<3>,  p.16 〕
スタイマンは，自由遊びにおいても，指導意図に基
づいた環境設定がなされていることを主張している。
生活科における遊びが，あくまでも教育活動における
遊びであるかぎり，何の指導意図も持たずに 厂あそび」
を導入すべきではない。自由遊びであれ設定保育にお
ける遊びであれ，しっかりとした指導意図に基づいた
「‾遊び」の導入が必要になる。
（３）遊びと社会性の育成
「幼稚園教育指導書　 増補版」では，幼稚園の生活
は「同年代 の幼児 との集団生活を営む場」 であり，
「主体性や社会的態度を身に付けていく」 という特徴
があると述べている。〔<4>,  pp.13 ―14 〕また，西
頭三雄児は遊びの意義について次のようにのべている。
「人間関係をとおしての自己形成は一般的に，遊
びをとおしてのみ実現されると理解されてきた。一一
略－－たしかに遊び（とくに集団遊び）をとおして，
子どもたちは人間関係に必要な役割分担，遊びに取
り込まれるルールを守ること学んでい＜。」〔<5>,
pp.18 ―19 〕
このように，幼稚園教育においては，遊びを通した
社会性の育成を重要視している。主としてこうした社
会匪の育成に関わる領域が，それまでの幼稚園教育要
領における「社会」であり，平成元年版教育要領にお
ける「人間関係」である。
社会匪の指導について，西頭は「社会生活習慣，行
動および社会的態度は，『……しなさい』『……して
はいけない』といったおとなの指示および賞罰による
「しつけ」によって子どもの外側から強制されるもの
である」〔<  5 >,  p.15 〕と述べている。これに対し
て，遊びの中に積極的に社会性育成の場を見出そうと
する立場にたっているのが成田錠一である。成田 は，
社会性指導の最終基本目標を「社会的行動を統制する
規則，法則匪の理解と行動化」〔＜6 ＞,ｐ.86 〕に置き，
「社会的行動を統制する規則が存在することに気づか
せ，理解できる具体的，中心的な社会的活動場面 は，
遊びである」〔<6>,  p.87〕と位置付けている。　 社
会性指導の中心を規則の理解 に置き， 遊びにおいて
「一層遊びを楽しくするための新しいルール」を創り
出す場を重要視することで，遊びの規則が自分だけの
ためにあるわけではないこと，すなわち，遊びの規則
の社会的意味を理解させていこうとする指導のあり方
は，生活科における遊びの指導の中でも，大いに参考
にしていくぺきものである。
２　理科教育・社会科教育における遊び
（１）理科教育における遊びの特色
理科教育においては， 匚科学遊び」として積極的に
遊びの導入が図られてきている。 『理科教育No.. 162』
では，科学遊びをどう授業に取り入れるかという観点
からの論文を特集している。この中で， 田中義朗 は，
科学遊びを 匚科学的な感覚・思考・行動が必要とされ，
遊んでいるうちに自然の事象に対する科学的な見方・
考え方・扱い方が養われて行くと考えられるもの」と
定義している。〔<7>,  p.12 〕これは，科学遊びを
自然認識形成を目的とした課題的遊びとして位置付け
たものである。
また，低学年理科教育における実際の授業レベルに
おいて， この科学遊びを通しての自然認識の形成がど
のように考えられているのかを検討するため，『小学
校理科指導細案１年』『小学校理科指導細案２年』に
おける事例を対象として分析を行った。その結果，次
のようなことが明らかになった。〔<2>,  pp.56―60〕
・　低学年では，生物的な内容を中心 に事実認識 の
レベルでの認識形成が目指されている。
・　物理的な内容の遊び，特におもち や作りなどに
おいては，初歩的ではあるが因果的な関係に着目
した関係認識の形成が目指されている。
（２）社会科教育における遊びの特色
社会科教育においては，「‾ごっこ」が遊びとして導
入されてきた。特に，初期社会科期においては，昭和
25年 の『小学校社会科学習指導 法』 でごっこ遊びを
匚劇的活動」の中に位置付け，その教育 的価値や活用
に仕方について説明を加えるなど，学習指導要領等で
も有効な学習方法として 厂ごっこ」が位置付けられて
いる。『昭和26年版学習指導要領社会科編』では，幼
稚園における「ごっこ」 のねらいと小学校におけ る
「‾ごっこ」のねらいが示されている。　ここか らは， 幼
稚園における 匚ごっこ」では生活態度の形成を目指す
ことをねらいとするが，小学校における 厂ごっこ」で
は社会機能の理解も目指さなければならないという違
いが意識されていることが読み取れる。
『カリキュラム』の1950年７月号で，川淵勝男は実
践者の立場から「ごっこ遊びは遊びそのものをねらい
－10 －
とすること」〔<8>,  p.62 〕が大切であり，「遊び
という興味のふかい仕事を通して物事に真実に一自己
に真そこ，打ち込んで当っていく生活態度を養いたい」
〔<  8 >,  p.64 〕と述べている。すなわち，子どもた
ちにとって は遊びそのものが目的になるべきだという
のである。あくまで も遊びを目的として取り組む中で，
社会認識や社会的な態度が身についてくるものだとと
らえている。
川淵は，当時のごっこ実践の多くが，礼儀作法を身
につけさせるといった修身教育と変らないような公衆
道徳の押しつけの場になっていたり，売り買いのとき
の計算を間違えずに行うなどといった内容的な目標の
達成を目指しておこなわれたりしているなど， ごっこ
という生活を手段化しており，ごっこの遊びとしての
意義が失われていると指摘している。〔<8>,pp.63 ―
64 〕現実にはこうした問題の多いごっこも多かったよ
うであるが，理論的にはこの時期のごっこが目指した
ものは，遊びそのものを目的とするごっこであった。
〔＜2 ＞，ｐｐ.69－72 〕
しかしながら，昭和30年の学習指導要領改正後 は，
ごっこは何かを理解させるために単元の一部に位置付
ける手段的なごっこへと変質してきている。
ｎ。生活科における遊びのとらえ方
ここでは，それまでの幼児教育 一理科教育・社会科
教育における遊びのとらえ方を参考にして，「子ども
たちが遊んでいる状態」にしていくための手段として
の「遊び化」の条件を検討するとともに，認識形成と
の関わりから「遊びと名付けられたもの」としてめ遊
びの類型化を図る。
１　 匚遊び化」の条件
「遊び化」の条件として，山田は， 「その活動が，
その活動の主体にとって楽しいこと」「他の目的の手
段になっていないこと」「外部から強制され，拘束さ
れているという感じを主体が持たないこと」をあげて
いる。〔<  1 >,  p.27〕またエリスは，遊びと遊びでな
い行動とを区別する基準として，ノイマンの考えを紹
介しながら「遊ぶ人を統制する位置」「行動の動機づ
けの性質」「やむを得ない現実の制約」 の３つをあげ
ている。〔<  3 >,  pp.217 ―220 〕このエリスの条件 に
ついては，大塚忠剛が次のように説明を加えている。
＜行動統制の位置について＞
「行動選択が子どもにまかされてるか，それとも
選択を拘束するなにかがその場面にあるか，の問題
である。」〔<1>,  p.70 〕
＜動機づけの性質について＞
「遊ぶ子どもは，行動過程と結びついた報償，あ
るいは能力効力感の体験を求めて行動している。こ
の意味で遊び は内発的に動機づけられている。 」
〔<1>,  p.71 〕
＜現実からの制約について＞
「子どもの遊びにはイメージやファンタジイがゆ
たかに作用している。 一一略一一現実をこえた世界
が子どもの内面にっ くられるとき，子どもは現実の
制約から自由になる。」〔<1>,  p.71 〕
そこで，エリスと山田の考えをもとにして，生活科
において指導者が望ましい活動を「遊び化」していく
ための条件を，次のように考えることにした。
ｉ．外部から強制されたり，拘束されているという
感じをこどもがもたず，内発的に動機づけられて
活動していること
ii. 遊ぶこと自身が子どもたちの目的になっている
こと
iii. 行動選択の自由が子どもに保証されていること
iV. 現実的な制約をこえて，想像や子どもの願いに
基づく活動がに認められていること
この４つの条件は, ii-iv の条件を満たすようにし
ていけばｉの条件も自然と満たされるものという関係
にある。 iiiにおける行動選択の自由度が高いものが
「自由あそび」，一定の条件提示の中で行動選択が行
われるものが，「課題的遊び」 ととらえていく。
２　認識形成との関わりからみた遊びの類型
『小学校指導書　生活編』には，内容選択の視点と
して，３つの基本的視点と10の具体的視点があげられ
ている。〔<10>,pp.14-18 〕
3 つの基本的視点とは，「自分と社会（人々， 物）
とのかかわり」「自分と自然とのかかわり」「自分自
身」 の３つである。これは，単純に社会認識，自然認
識，自己認識と言い換えることができるものではない。
しかしながら，それぞれの認識形成の場が含まれたも
のとしてとらえることができる。また，10 の具体的視
点 は，３つの基本的視点をふまえてより具体的な内容
を示したものである。この特色として，「自分と社会
とのかかわり」に関わる内容，例えば，「公共物の利
用」といった視点では，公共施設についての社会認識
形成にとどまらず，実践的な態度形成までを目指そう
とする’意図がうかがえることがあげられる。すなわち，
社会科学の成果としての社会認識の内容というよりも，
社会性の育成を目指す内容が色濃く取り入れられてい
ることが指摘できる。したがって，認識内容としてこ
の両者を区別してとらえていくことが必要となる。
ここでは，社会性の育成に関係するものの中で，挨拶
をするとか遊びの規則を守るといった社会的な規則に
－ ｎ －
関わるものを 厂規則・規範認識」ととらえていくこと
にする。したがって，生活科における認識内容は，次
に紹介するように， 匚自然認識」「社会認識」「規則･･
規範認識」 厂自己認識」の４つととらえることにする。
＜自然認識・社会認識＞
これは，自然科学・社会科学の成果に基づいて整
理された知識の体系の中に位置づく知識を獲得して
いくものである。子どもたちの認識のレベルは，事
実認識から関係認識へと高まっていく。
＜規則・規範認識＞
これは，平たくいうならば， 匚決まりを知り，そ
の決まりを守って行動すること」である。社会的規
則という意味では同じであるが，「規範」 は社会的
な強制力が強く変更の自由が制限されていること，
「‾規則」には変更の自由さがあることが両者の違い
として指摘できる。したがって，規則・規範認識と
した。
＜自己認識＞
指導書では 匚自分自身への気付き」となっている。
とらえかたによれば，これはどの活動でも生まれて
くるものである。ここでは，「自分自身への気付き」
を主たるねらいとして設定された活動における 匚気
付き」に限って 匚自己認識」という言葉を使ってい
くことにする。
以上の４つの認識内容と活動形態に基づいて生活科
で予想される「遊び」（遊びと名付けられている活動）
を類型化したものが表１である。
ここでは，表１における１－６の遊びについて簡単
に解説を加えておく。
＜１，ゲーム遊び＞
鬼遊びやフルーツバスケットなど明確な遊びのルー
ルが存在し， そのルールにしたがって遊ぶものであ
る。既存のルールをもっているものを原ルール的，
自分たちで作ったルールにしたがうものをルール発
見的とする。　　‥
＜２，遊具遊び＞
遊具を使う順番を決めるといったような規則を必
要とする遊びである。遊具は「ゲーム的遊び」に使
用されることも十分考えられるが，遊びそのものの
ルールとは違うルールが必要となるという意味で，
「ゲーム的遊び」とは区別して考える。
＜３，規範的ごっこ遊び＞
ごっこの中で，挨拶や応対の仕方など社会的規範
の習得を目指すものである。
＜４，事実発見的遊び＞
探検活動や自然物の採集など，自然や社会を対象
に，そこに含まれる事実認識レベルの知識の発見を
楽しむものである。ここでは，深化（事実認識の深
まり）を一つの対象を多面的に見ていくこととし，
拡大（事実認識の広がり）を異なる対象についての
事実を多様に見つけていくことととらえる。
＜５，事実確認的遊び＞
公園オリエンテーリングなどのように，発見した
事実を確認する場に遊びを導入したものである。ま
とめ・表現段階に見られる遊びである。
＜６，問題解決的遊び＞
自然や社会を対象とする遊びの中で，仮説検証的
な過程を通して因果関係的な知識の獲得，すなわち
関係認識の形成を図ることができる遊びである。ゴ
ムで走る自動車作りなど工作的な活動の中でゴムの
働きと自動車の走り具合との関係を理解したりする
課題的工作遊びと，郵便の仕組みなどといった社会
機能に着目しその機能のもる社会的意味を理解して
いく社会機能的ごっこの２つがある。
表 １　 認 識内容 から みた 遊び の類 型
＜人間関係への着目＞
規則・規範認識に
関わる遊び
１．ゲーム遊び
ア．原ルール的
イ．ルール発見的
２．遊具遊び
３．規範的ごっこ遊び
＜環境への着目＞
自然認識・社会認識
に関わる遊び
４．事実発見的遊び
ア．視聴覚的
イ．皮膚感覚的
ウ．発見的ごっこ
ェ．発見的製作
オ．行事参加
５，事実確認的遊び
６．問題解決的遊び
ア．課題的工作
ィ．社会機能的ごっこ
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＜その他＞
７．自己認識に
関わる遊び
(1-6 の
遊びに該
当しない
が、自己
認識を形
成するも
のである
匸 竺叩
Ⅲ。生活科におけるごっこと社会認識形成
１　郵便単元における目的的ごっこの展開モデル
生活科において関係認識の形成を意図した社会機能
的ごっこを取り入れるのにふさわしいのは，郵便に関
する単元である。買い物などは実際に体験していくこ
とによって知識を広げることが可能となる。これに対
して郵便では，見学をしても機械化などが進んでおり
その社会的意味などをとらえていくことは難しい。む
しろ 厂ごっこ」の方が子どもたちが基本的な仕組みな
どを理解していくにはふさわしいと考えられる。
生活科におけるごっことしては，初期社会科におい
て理念として掲げられていた目的的なごっこがふさわ
しい。すなわち，子どもたちが遊ぶこと「 匚ごっこ」
を楽しむこと）を目的として取り組み，その中で社会
認識を形成したり，社会性を身に付けていくようにな
らなければならない。この目的的ごっこのおり方を図
示しだのが図１の郵便単元における目的的ごっこの展
開モデルである。図２はこの展開モデルに基づいた単
元の指導計画である。
ごっこＡは，遊びの原形としての学級内での簡単な
人
＜子ども＞遊びとして楽しみながらよりおもしろそうな方向へごっこを発展させたい
(遊びの原形)
七 と 戉)
ご っ こ
(現状把握)
→ こ
:Ｂ
(遊びの見通し)
計 画 一 準 備
(問題把握･予想)
(現状把握)
△
→
(遊びのつまずき
ご つ 二 工
(意味追求)
△
→
△
△
＜敬　師＞郵便の機能に関する茫揃がより深まるような方向へごっこを発展させたい
図１　郵便単元における目的ごっこの展開モデル
段階 時 主 な 活 助 内 容 ねらい(咎既縦を祐二)等
導
入
∧
ご
つ
－
Ａ
Ｖ
１
●
２
・自分にきた年賀状や手紙などを
持ち寄り、手紙などを受け取った
時の感想を話し合う．
・簡単な郵便ごっこをして奕しむ。
＊ぽくも配轟がしたいな.
＊ポストが作りたいな.
＊役創を決めよう。
・手紙などを受け取っ
た時のうれしさに気付
かせ、郵便に対する関
心を高める.
・ごっこを棗しむ中で
郵便のしくみや郵便の
茄咎などに関疋,を持た
せ、郵便局の活助への
陬しを高める．1もっと太物に近いごっこにしよう1
展
廼
ｔ
ｉ
卑
個
３
｜ み ん な で 郵 便 局 を 開 こ う ｌ
・どのような郵便局の活助にして
いくか活助の見通しを話し合う．
＊期閔や活助場所
＊集配のしくみ
＊必要なもの
・自分たちのアイデア
を出し合い郵便局の活
助の大まかな叺通しを
立てさせる．
４
１
７
・郵便局の活動で必要なものを単
備する.
＊ポスト作り（ ３時間）
＊その他（１時閔）
芙詈、スタンプ、切手など
・郵便局の活助に必妛
なものを単備する活助
（特にポスト作りを中
心に）の中で、郵便の
正亳性に関わる知識を
獲得させる．
８
・郵便局の逗営をどのように分担
していくか話し合う。 ゛
＊どんな仕事があるか
＊いつ碓がやるか
・郵便物の集配のシス
テムを確認するととも
に、仕事の役創分担を
行う。
ご
つ
－
１
･休
憇
時
間
・役割を分担しながら、自分たち
の手で郵便局を逗営する.
＊ 応対などについての問題点
＊仕事についての問題点　・
＊郵便のしくみなどについての
・活助における問琶点
に気付かせる中で、郵
便の正確性、迅速性、
サービス性に関わる問
題に気付かせでいく．
(遊びの修正)
ご っ こ ２
( 意 味追 求)
-
(検証)
∧
ご
つ
～－
Ｂ
Ｖ
問題点
拒
麗
口
貝
匱
し
9
10
・活動の中で出てきた問題点をも
とに、よりよいごっこにし ていく
ための方法を話し合う.
（例）ポストがいたずらされた
○見つけたら注意する
○放送でお願いする
＜仕事十郵便に関して＞
あわてて押しているのでスタ
ンプで宛名が見えない
○どこに押すか、何のため
に押すかを確昭する
○仕事の仕方を確認する
・問題を解決する話し
合いの申で、郵便の正
確性、迅遠性、サービ
ス性に関わる知識を獲
得させる.
・子どもたちの希望が
あれば、郵便局の見学
を取り入れる.
＜ 十２時間＞
ご
っ
こ
２
休
憇
時
間
・解決策に基づいた改良した方法
にしたがって、役割を分担し自分
たちの手で郵便局を運営する.
(例)○仕分けの棚を使うと遠く仕
分けができる
○宛名がきちんと書いてある
と、間違えずに届けられる
・自分たちの解決策が
有効であつたかどうか
を確かめながら、活助
に取り組ませ、郵便に
関する知餓を定着させ
る．
ま
と
め
11
・郵便局の活助で印象に残ったこ
とを話し合う．
、＊栗しかったこと
＊見つけたこと
＊郵便の仕事で大切だと思った
こと
｀　＊自分でできるようになったこ
と
・活助を振り返って、
自分たちの取り組みを
秤価させる中で、郵便
に関する脱明的知蔵を
獲得させる．
12
・活助の感想を手紙に書き、自分
で手紙を投函する．
前時の話し合いの視点に沿つて
感想を香く．
・自分の取り組みを自
己評価させるとともに
正しい手紙の書き方の
習熟を図る．
＊ ９・１０時は、一度に２時間を設定するのではなく； 彌實必要な話し
いの時間を持つことにする．その合計を２時間と計算している．
図２　「郵便局を開こう」の単元指導計画
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ごっこである。このごっこでは，郵便のシステムなど
郵便ごっこの基本的なルールが確認される。それとと
もに，子どもたちはもっと大がかりな本物に近いごっ
こにに発展させたいという願いをもつ。この願いに基
づいてごっこＢへと移っていく。
ごっこＢ は学年あるいは全校を対象とした規模の大
きいごっこである。 ここでは，まず計画・準備の時間
が必要となる。 ポスト作りには関係的な見方を育てて
いく場が存在している。△ はこうした場において，教
師が関係考察の場を設定していくことを表 している。
実際の郵便ごっこの活動は，ごっこ１，ごっこ２と
くり返し行う。計画を立ててやったとしても，ごっこ
１の中では問題点が出てくると考えられる。子どもた
ちには，これは遊びのつまずきとしてとらえられるで
あろう。このつまずきの中には，関係的な見方を育て
ていくのに都合のよい問題が含まれているはずである。
なぜならば，この郵便ごっこのルールは概ね郵便に関
する知識に基づいて設定されていくからである。問題
点をどう修正するかを話し合うことは，郵便に関する
知識を関係的に考察していくことにつながる。
ごっこ２では，問題点に対応して修正された遊びを
行うことになる。これは社会認識の立場から考えれば
検証の場になると考えられる。
子どもたちは，自分たちでごっこのルールを作るこ
とで，ごっこを楽しむ方向でごっこを発展させていく。
このルールは郵便に関する知識に基づくところが大き
い。ここに教師が社会認識形成の場を設定していく可
能性が存在しているのである。
２　単元を構想する上での留意点
目的的ごっこによる活動を設定していく上では，特
に次の２点に留意しなければならない。
第１は，子どもたちが郵便ごっこの活動を行うにあ
たって必ず必要とする知識と活動の中で獲得する可能
性がある知識については，教師が事前に整理しておく
ことである。そうすることによって，子どもたちの活
動を，関係的な見方に基づいた知識を獲得させていく
場として位置付けることが可能となる。
第２は，活動を設定するにあたって，「遊び化」の
条件を満たしていくようにすることである。郵便の勉
強をするためにごっこをやるのではない。あくまでも
子どもたちがごっこを楽しみ,自分たちの選択によっ
てごっこを発展させていくように環境を整えていくよ
うに留意しなければならない。
以上,生活科における遊びのとらえ方とごっこを通
した社会認識形成 のあり方を明らかにすることを試 み
た。遊びの導入が真に価値あるものとなるためには，
遊びを通しての認識形成の有効性が明らかにされてい
くことが必要である。実践の場を通してこの提案の有
効性を確かめていくことが,本研究の課題である。
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